
三角関数 P2601 三角関数の合成（補足） 組 番 名前

「5 sin θ + 2 cos θ を r sin(θ + α) の形に変形せよ。」という
問題を解くときに描く、この三角形は何を表しているのか?
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これを考えるために、次のようなアニメーションを考えて
みてください。
(1) 中心 (0, 0) 半径 5 の円周上を正の方向に回転する点 A

（0◦ から出発）
(2) 点 A を中心とし、半径 2 の円周上を正の方向に回転す
る点 P （90◦ から出発）
(3) Aが１回転する間に点 Pも点 Aの周囲をちょうど１回
転する。
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OAの角を θとすると、点 Aの座標は、(5 cos θ, 5 sin θ)と
表すことができます。
点 Pは、点 Aに対して、(2 cos(θ + 90◦), 2 sin(θ + 90◦))だ
けズレます。
ここで、
cos(θ + 90◦) = − sin θ

sin(θ + 90◦) = cos θ

であるので、
点 Pの座標は、
(5 cos θ, 5 sin θ) + (−2 sin θ, 2 cos θ)

= (5 cos θ − 2 sin θ, 5 sin θ + 2 cos θ)

すなわち、点 P の y 座標は 5 sin θ + 2 cos θ と表されるの
です。

このアニメーションを動かしてみると、点 P は原点 (0, 0)

からの距離が常に等しいことが分かります。
∠OAP = 90◦ となるので、直角三角形が回転しているよう
な状態になっているからです。この直角三角形が一番最初
の三角形です。
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点 Pは、最初の三角形の r =
√
29を半径とした円周上を動

いているのです。点 Aの角度から αだけ先に進む形で。だ
から点 Pの y 座標は、

√
29 sin(θ + α)と表すことができる

ので、以下の式が成り立つのです。

5 sin θ + 2 cos θ =
√
29 sin(θ + α)
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